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戦
後
國
學
院
大
學
に
お
け
る
学
生
の
研
究
活
動

　
　
　
　
―
史
学
専
攻
学
生
の
課
外
活
動
を
中
心
と
し
て
―

齊　

藤　

み
の
り　
　

　
　
は
じ
め
に

　

國
學
院
大
學
で
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
、
授
業
以
外
で
も
学
生
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。
戦
前
の
学
会
は
そ
の
代
表
で
、
国
史
学

会
・
国
文
学
会
・
漢
文
学
会
・
道
義
学
会
で
は
研
究
会
・
報
告
会
な
ど
が
盛
ん
に
催
さ
れ
た（

（
（

。
中
で
も
戦
前
の
国
史
学
会
は
、
本
学
で
史

学
を
学
ぶ
学
生
向
け
の
研
究
会
や
古
典
籍
や
古
文
書
の
講
習
会
、
或
い
は
見
学
旅
行
な
ど
を
催
し
、
授
業
を
補
完
す
る
形
で
学
生
へ
の
教

育
・
指
導
の
役
割
を
担
い
、
こ
の
役
割
が
戦
後
、
学
友
会
の
学
術
部
会
で
あ
る
史
学
会
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。

　

こ
れ
ら
の
学
生
教
育
や
講
習
会
な
ど
の
活
動
は
、
戦
後
も
継
続
さ
れ
て
お
り
、
特
に
史
学
会
な
ど
は
現
在
で
も
活
動
を
続
け
て
い
る
組

織
で
あ
る
。
戦
後
、
学
生
の
活
動
は
学
会
か
ら
学
友
会
の
学
術
部
会
な
ど
に
移
行
し
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
の
学
生
主
体
の
活
動
を
追
う
こ

と
も
、
本
学
の
学
生
教
育
や
研
究
活
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
上
で
必
須
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
活
動
団
体
は
多
く
、
追
い

切
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
戦
後
の
史
学
専
攻
の
学
生
に
関
わ
る
教
育
、
あ
る
い
は
研
究
活
動
に
焦
点
を
絞
っ
て
分
析
を
行
う
。
第
一
に
上
げ
ら
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れ
る
の
が
、
以
前
拙
稿
で
も
言
及
し
た
前
述
の
史
学
会
で
あ
る
が
、
同
会
の
活
動
の
変
化
を
追
う
こ
と
も
、
当
時
の
学
生
の
授
業
外
学
習
・

研
究
発
表
の
場
と
し
て
の
役
割
を
確
認
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
の
授
業
外
に
お
い
て
、
勉
強
や
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
場
と
い
う
の
は
、
史
学
会
以
外
に
も
存
在
し
て
い
る
。
指
導
と
い
う
点
で
は
、
戦
前
よ
り
大
学
新
聞
な
ど
で
確
認
で
き
る
史
学
研

究
室
で
の
研
究
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
戦
後
は
大
学
院
も
設
立
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
文

学
研
究
科
が
誕
生
し
て
い
る
。
大
学
院
で
も
、
後
に
史
学
専
攻
で
は
大
学
院
生
に
よ
る
大
学
院
会
が
発
足
し
て
お
り
、
当
時
の
大
学
院
生

の
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
鑑
み
て
、
本
稿
の
分
析
対
象
と
し
て
は
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た
史
学
研
究
室
、
戦
前
の
国
史
学
会
か
ら
分
裂
し
た

史
学
会
の
他
、
戦
後
設
立
さ
れ
た
史
学
専
攻
大
学
院
会
を
対
象
と
す
る
。
学
生
の
研
究
活
動
や
そ
れ
に
対
す
る
教
育
に
つ
い
て
深
く
知
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
場
や
組
織
に
お
け
る
活
動
を
追
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
分
析
に
当
た
り
、
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
期
間
全
て
を
分
析
す
る
の
も
紙
数
や
史
料
の
関
係
上
難
し
い
た
め
、
本
稿
で
は
昭
和

四
十
年
代
ま
で
を
区
切
り
と
し
た
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
同
時
代
は
教
学
制
度
の
改
正
が
盛
ん
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
正
の
他（

（
（

、
一
般
教
養
課
程
に
総
合
科
目
の
開
設
が
行
わ
れ
た（

（
（

。
加
え
て
、
戦
前
よ
り
本
学
に
て
教
鞭
を
執
り
続
け
て
い
た
石
田

幹
之
助
教
授
が
四
十
九
年
に
死
去（

（
（

す
る
な
ど
世
代
交
代
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
更
に
、
学
生
運
動
も
未
だ
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、
暴
力
事

件
も
起
き
て
い
た
ほ
か（

（
（

、
互
助
会
の
解
散（

（
（

や
若
木
祭
の
分
裂（

（
（

、
学
生
会
費
問
題（

（
（

な
ど
学
内
学
生
組
織
に
も
問
題
が
頻
発
し
て
い
た
時
期
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
の
前
後
で
、そ
の
影
響
を
受
け
て
学
生
の
活
動
形
態
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
た
め
、

こ
の
昭
和
四
十
年
代
を
体
制
変
化
の
画
期
と
し
て
分
析
の
区
切
り
と
す
る
。
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一
　
授
業
外
の
研
究
室
指
導

　

は
じ
め
に
で
も
示
し
た
通
り
、
国
史
学
会
で
学
生
向
け
の
研
究
会
・
勉
強
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
行
研
究
で
明
ら
か
と
し
た
が
、

そ
も
そ
も
國
學
院
大
學
の
史
学
専
攻
分
野
で
は
、
大
学
の
授
業
外
で
、
研
究
室
に
お
け
る
古
文
書
読
解
や
研
究
の
指
導
を
研
究
会
な
ど
と

称
し
、
戦
前
よ
り
行
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
国
史
学
会
と
の
関
係
や
、
戦
後
の
研
究
室
指
導
と
対
比
を
す
る
た
め
、
戦
前
の
研
究
室
指

導
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。

　

昭
和
六
年
六
月
の
大
学
新
聞
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〈
史
料
一
〉
昭
和
六
年
六
月　

史
研
最
近
の
メ
モ（

（1
（

　
　
　

国
史
研
究
室
は
従
来
と
同
じ
く
研
究
室
自
体
に
直
属
す
る
も
の
と
し
て
次
の
如
き
研
究
会
を
持
つ
て
ゐ
る
。

　
　
　

第
一
分
科
研
究
会
（
植
木
主
任
指
導
）
に
て
毎
週
月
曜
零
時
半
よ
り
「
吾
妻
鏡
」
を
輪
読
す
。

　
　
　

第
二
分
科
研
究
会
（
松
井
主
任
指
導
）
に
て
は
毎
週
土
曜
零
時
半
よ
り
マ
イ
ヤ
ア
の
「
歴
史
の
理
論
及
び
方
法
」
を
輪
読
す
。

　
　

�　

尚
相
互
研
究
会
（
祝
助
手
司
会
）
に
て
は
毎
週
木
曜
午
前
十
時
よ
り
研
究
発
表
、
新
刊
発
表
、
旅
行
報
告
等
を
行
ふ
、
本
学
期

す
で
に
行
は
れ
た
も
の
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　

土
佐
見
聞
史
談

　
　
　
　
　
　
　
　

主
任　

植
木
直
一
郎

　
　
　
（
紹
介
）
マ
ル
ク
ス
主
義
と
□

（
判
読
不
可
（
□

　
　
　
　
　
　
　
　

助
手　

祝　

宮　

静



34

　
　
　

江
戸
経
済
史
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
生　

牛
塚　

六
郎

　
　
　

平
安
朝
史
に
関
す
る
史
籍
解
題

　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
生　

小
森　

嘉
一

　
　
　

天
壌
無
窮
の
神
勅
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　

三
回
生　

浅
野　

長
夫

　
　
　

最
後
に
吾
妻
鏡
講
読
会
は
主
と
し
て
一
回
生
の
た
め
特
に
毎
週
火
曜
午
前
十
時
よ
り
開
く
。

　
　
　
（
後
略
）

当
時
の
国
史
研
究
室
は
第
一
と
第
二
に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
研
究
室
は
国
史
で
植
木
直
一
郎
教
授
、
第
二
研
究
室
は
東
洋
史
で
松
井
等

教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
主
任
で
あ
っ
た（

（（
（

。
本
史
料
か
ら
は
、
両
主
任
教
授
が
定
例
の
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
他
、
合
同
の
研
究
発
表
会
も
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
植
木
教
授
の
吾
妻
鏡
輪
読
会
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
月
曜
日
以
外
に
も
、
入
学
し
て
き
た
ば
か
り
の
一
回
生

の
た
め
に
火
曜
日
に
も
講
読
会
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
指
導
教
授
主
導
、
研
究
室
単
位
の
研
究
会
は
そ
の
後
も
続
き
、
例
え
ば
昭
和
七
年
十
月
の
大
学
新
聞
に
は
、
国
史
研
究
室
で
植
木

直
一
郎
教
授
が
特
別
講
座
「
国
学
発
達
史
」
を
毎
週
月
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
他（

（1
（

、昭
和
九
年
八
月
の
大
学
新
聞
に
は
、

月
曜
日
に
高
柳
教
授
指
導
研
究
会
、火
曜
日
に
松
永
教
授
指
導
独
逸
語
原
書
講
読
、木
曜
日
に
長
倉
助
手
指
導
研
究
会
、金
曜
日
に
長
倉
助

手
指
導
吾
妻
鏡
講
読
、
土
曜
日
に
第
一
分
科
植
木
教
授
指
導
研
究
会
が
記
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
月
曜
日
の
高
柳
教
授
の
指
導
研
究
会
に
つ
い
て

は
、
同
年
の
『
国
史
学
』
に
あ
る
、
昭
和
七
年
よ
り
継
続
し
て
き
た
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
の
輪
読
会
と
曜
日
や
指
導
者
が
重
な
っ
て�
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い
る
た
め（

（1
（

、
国
史
学
会
主
催
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
植
木
教
授
・
松
永
教
授
ら
個
人
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

研
究
室
指
導
は
、
昭
和
十
年
を
最
後
に
、
大
学
新
聞
か
ら
確
認
で
き
な
く
な
る（

（1
（

。
一
方
、
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
国
史
学
会
で
は
、
史
籍

講
習
会
が
昭
和
七
年
よ
り
開
始
さ
れ（

（1
（

、
更
に
昭
和
十
年
頃
よ
り
こ
れ
に
加
え
て
、
本
学
所
蔵
の
久
我
家
文
書
を
用
い
た
古
文
書
を
教
材
と

し
た
古
文
書
講
習
会
も
始
ま
っ
て
い
る（

（1
（

。
研
究
室
指
導
は
国
史
学
会
よ
り
前
に
始
ま
っ
た
が
、
や
が
て
そ
の
機
能
が
国
史
学
会
に
移
譲
さ

れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
戦
後
に
な
っ
て
国
史
学
会
の
一
部
機
能
が
学
友
会
所
属
の
部
会
で
あ
る
史
学
会
が
担
う
よ
う
に
な
っ
た
後
に
、
研
究
室
に
お
け
る

活
動
が
確
認
で
き
る
。
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
の
大
学
新
聞
に
は
、
史
学
第
一
研
究
室
は
、
岩
橋
小
弥
太
教
授
主
導
で
昨
秋
よ
り
円
覚
寺
什

物
曝
涼
の
際
史
料
採
訪
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
円
覚
寺
文
書
影
写
本
書
写
が
完
成
し
た
こ
と
、
ま
た
毎
週
水
曜
日
の
古
文
書
研
究
会

に
て
久
我
家
文
書
・
鶴
岡
八
幡
宮
古
文
書
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
他
雅
楽
の
実
演
や
国
立
博
物
館
の
展
覧
会
を
見
学
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
史
学
第
二
研
究
室
で
は
外
国
史
関
係
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
石
田
幹
之
助
教
授
指
導
の
「
史
記
貨
殖

列
伝
講
読
会
」、倉
橋
文
雄
指
導「
西
洋
近
世
史
研
究
」の
研
究
会
が
催
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
内
、第
一
研
究
室
の
古
文
書
研
究
会
に
つ
い
て
は
、

当
時
の
史
学
会
の
活
動
が
確
認
で
き
な
い
た
め
確
定
は
で
き
な
い
が
、
久
我
家
文
書
を
使
用
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
国
史
学
会
の
系
譜
を
ひ

く
史
学
会
内
の
活
動
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
他
の
見
学
・
採
訪
も
、
後
に
『
国
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
史
学
会
活
動
と
重
な
る
部
分
が
あ

る
た
め（

（1
（

、研
究
室
単
位
な
の
か
、あ
る
い
は
史
学
会
の
活
動
な
の
か
判
別
し
づ
ら
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
一
方
、外
国
史
に
つ
い
て
は
、

発
足
当
初
の
史
学
会
活
動
に
は
確
認
で
き
な
い
た
め（

11
（

、
研
究
室
単
位
で
の
活
動
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
は
い
え
、
昭
和
二
十
八
年
七

月
の
『
国
史
学
』
掲
載
の
史
学
会
動
向
に
、
外
国
史
部
会
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
た
め（

1（
（

、
後
に
史
学
会
に
吸
収
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
、
戦
後
に
研
究
室
に
て
行
わ
れ
て
き
た
学
生
向
け
の
指
導
会
・
研
究
会
は
、
結
局
昭
和
二
十
年
代
の
内
に
完
全
に
史
学
会
に
吸

収
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
二
月
の
大
学
新
聞
に
は
、
研
究
室
に
て
「
日
本
霊
異
記
」
や
「
中
世
古
文
書
」
な
ど
が
史
学
会
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主
催
の
研
究
会
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
一
方
、
学
生
有
志
に
よ
る
「
歴
史
に
お
け
る
民
族
の
問
題
」〈
月
曜
〉・「
中
世
的
世
界
の
形
成
」�

〈
木
曜
〉・
井
上
清
著
『
明
治
維
新
』〈
金
曜
〉
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
同
年
十
一
月
の
大
学
学
報
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
研
究
会
だ
よ
り
」
の
史
学
研
究
室
の
活
動
内
容
で
は
、
同
年
の
『
国
史
学
』
彙
報
欄
掲
載
の
史
学
会
の
研
究
会
と
合
致
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る（

11
（

。こ
の
時
点
で
、授
業
外
の
学
生
向
け
研
究
会
・
勉
強
会
は
最
終
的
に
史
学
会
に
統
合
さ
れ
た
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
　

二
　
史
学
会
の
創
設
と
活
動

　

先
述
の
よ
う
に
、
か
つ
て
研
究
室
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
勉
強
会
・
研
究
会
が
、
戦
後
に
入
り
、
史
学
会
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
史
学
会
で
あ
る
が
、
戦
後
学
友
会
の
再
建
に
伴
い
、
昭
和
二
十
一
年
度
か
ら
学
友
会
の
学
術
部
会
の
一
つ
と
し
て

新
た
に
発
足
し
た
部
会
で
あ
り
、
拙
稿
で
紹
介
し
た
通
り
、
戦
前
の
国
史
学
会
が
担
っ
て
い
た
教
育
活
動
が
史
学
会
へ
移
行
し
た
こ
と
で

成
立
し
た
組
織
で
あ
る
。
発
足
当
初
の
史
学
会
活
動
に
つ
い
て
も
、
拙
稿
で
既
に
言
及
し
て
い
る
が
、
戦
後
史
学
会
の
活
動
を
確
認
す
る

に
あ
た
り
、
こ
こ
で
今
一
度
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
発
足
期
の
史
学
会
の
詳
細
情
報
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
前
・
戦
後

期
に
お
け
る
国
史
学
会
の
活
動
と
教
育
」
に
て
触
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い（

11
（

。

　

そ
も
そ
も
史
学
会
は
、
國
學
院
大
學
在
学
生
を
会
員
と
し
、
教
授
を
会
長
・
顧
問
な
ど
に
推
し
て
運
営
さ
れ
る
学
生
主
体
の
会
で
あ
る
。

独
立
当
時
の
史
学
会
の
活
動
は
『
国
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
二
十
四
年
度
に
は
、
例
会
、
定
例
研
究
会
、
研
究
討
論
会
、
見

学
調
査
、
公
開
講
演
会
・
批
判
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
会
で
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
幅
広
い
分
野
に
掛
か
る
報
告
が
行
わ
れ
た

他
、
卒
業
論
文
の
発
表
の
場
で
も
あ
っ
た（

11
（

。
一
方
定
例
研
究
会
は
、
岩
橋
小
弥
太
教
授
「
続
日
本
紀
輪
読
会
」、
村
田
正
志
講
師
「
古
文
書�

研
究
会
」
な
ど
、
当
時
の
教
師
陣
や
助
手
を
指
導
者
と
し
て
、
決
ま
っ
た
曜
日
・
時
間
に
行
わ
れ
て
お
り
、
戦
前
ま
で
の
諸
講
習
会
を
受

け
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。
研
究
討
論
会
は
、「
各
時
代
を
通
じ
て
、
問
題
の
所
在
を
明
か
に
し
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
各
問
題
の
把
握�
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を
目
的
と
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
助
手
や
学
生
の
報
告
を
通
し
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
社
会
経
済
史
・
文
化
史
・
思
想
史
な
ど
様
々
な

方
面
に
つ
い
て
テ
ー
マ
を
決
め
た
討
議
を
年
十
回
程
行
っ
て
い
る（

11
（

。
見
学
会
は
、
戦
前
の
国
史
学
会
が
行
っ
て
い
た
見
学
旅
行
の
流
れ
を

汲
む
も
の
で
、
指
導
者
に
大
場
磐
雄
や
岩
橋
小
弥
太
、
村
田
正
志
ら
当
時
の
教
師
陣
を
据
え
、
国
立
博
物
館
、
鎌
倉
円
覚
寺
・
瑞
泉
寺
な

ど
、
諸
施
設
・
寺
社
へ
の
見
学
を
主
と
し
た（

11
（

。
そ
れ
以
外
に
も
公
開
講
演
会
や
そ
の
批
評
会
、
論
文
合
評
会
も
行
わ
れ
た（

11
（

他
、
会
報
『
史

友
』
の
発
刊
や
、
有
志
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
近
世
史
の
研
究
会
、「
小
右
記
」
と
い
っ
た
記
録
の
講
読
、
久
我
家
文
書
の
解
読
・
整
理
・�

編
纂
及
び
文
献
目
録
の
製
作
な
ど
も
行
っ
て
い
た（

11
（

。

　

発
足
後
の
史
学
会
の
活
動
は
前
述
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
発
足
か
ら
十
年
以
上
経
っ
た
後
の
史
学
会
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
た
の
か
。昭
和
三
十
五
年
七
月
の
大
学
新
聞
に
は
、七
月
十
七
～
二
十
一
日
に
東
北
へ
史
蹟
見
学
旅
行
、同
二
十
五
日
に
近
世
史
料
採
訪
、

八
月
下
旬
に
中
世
史
料
の
採
訪
を
行
い
、
八
月
二
十
八
日
～
九
月
二
日
に
夏
期
講
座
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
加
え

て
、
昭
和
三
十
六
年
度
前
期
定
例
総
会
の
配
布
史
料
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〈
史
料
二
〉
昭
和
三
十
六
年
度
前
期
定
例
総
会（

1（
（
　

※【�
】
元
活
字
／「�

」
筆
記
訂
正

　
　

昭
和
三
十
六
年
度
前
期
定
例
総
会　
五
月
二
十
日
（
土
）
Ｐ
Ｍ
一
～
三
時

於

三

〇

三

教

室

　
　

一
、
議
長
・
副
議
長
選
出
。（
各
一
名
）

　
　

二
、
三
十
六
年
度
前
期
一
般
活
動
方
針
。

　
　
　
　
（
総
務
・
副
総
務
）

　
　
　
　

・
史
学
会
を
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し
て
再
認
識
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

・
そ
の
為
に
研
究
会
・
集
会
等
を
通
じ
て
皆
の
話
し
合
い
の
場
を
持
と
う
。
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・
規
約
審
議
会
の
件

　
　

三
、
三
十
六
年
度
委
員
会
活
動
方
針
。

　
　
　
　

⑴
編
集
委
員
会
。

　
　
　
　

・
年
間
五
・
六
冊
発
行
の
予
定
。

　
　
　
　

・
今
年
度
第
一
回
発
行
六
月
の
予
定
。

　
　
　
　

・
原
稿
の
多
数
応
募
を
望
む
。

　
　
　
　

⑵
渉
外
委
員
会

　
　
　
　

・
学（

判
読
不
能
（

□
協
と
の
接
渉
に
務
め
る
。

　
　
　
　

⑶
企
画
委
員
会

　
　
　
　

・
年
間
四
回
の
史
跡
巡
り
を
行
う
。

　
　
　
　

・
夏
期
講
座
の
件
（
八
月
二
十
八
日
～
三
十
一
日
の
予
定
）

　
　
　
　

・
旅
行
の
件

　
　
　
　

・
新
入
生
歓
迎
会
の
件

　
　
　
　
　
　

期
日
、
五
月
二
十
一
日
（
日
）
場
所
、
向
ヶ
丘
遊
園

　
　
　
　

⑷
庶
務
委
員
会

　
　
　
　

⑸
会
計
委
員
会

　
　
　
　

⑹
研
究
会
委
員
会

　
　
　
　

⑺
地
誌
委
員
会
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四
、
前
期
活
動
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
。

　
　

五
、
大
学
祭
委
員
会
の
件
。

　
　
　
　

構
成
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　

ク
ラ
ス
よ
り
一
名
。
学
年
別
に
三
名
。

　
　
　
　
　

計
十
二
名
。
正
・
副
委
員
長
は
互
選
。

　
　
　
　
　

大
学
祭
へ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
決
定
し
て
か
ら
委
員
を
追
加
す
る
。

　
　

六
、
学
内
の
組
織
問
題
に
関
し
て
。

　
　
　
　

�

現
今
の
国
大
学
内
の
自
治
組
織
の
困
乱
の
状
態
に
お
い
て
、
我
々
は
、
自
治
組
織
の
一
構
成
単
位
で
あ
る
史
学
会
員
と
し
て

こ
の
問
題
を
討
議
し
、
態
度
を
表
明
し
よ
う
。

　
　

七
、
そ
の
他
。

　
　
　
　

研
究
会
□

（
判
読
不
能
（
□

研
究
会
名

時
間

場
所

日
本
書
紀

　
　

研
究
会

月
曜
日

PM
十
二
・
二
〇
～
一
・
〇
〇

学
位
審
査
室

続
日
本
紀

　
　

研
究
会

水
曜
日

PM
六
・
〇
〇
～
七
・
三
〇

図
書
館

三
階
ロ
ビ
ー

吾
妻
鏡

　
　

研
究
会

金
曜
日

PM
六
・
〇
〇
～
八
・
〇
〇

教
室

信
長
公
記

　
　

研
究
会

（
水
）
十
二
・
〇
〇
～
一
・
〇
〇

（
木
）
一
・
〇
〇
～
二
・
三
〇

第
二
史
学
研
究
室

神
皇
正
統
記

【
土
曜
日
】「
木
曜
日
」

【
PM
一
時
～
】「
昼
」

教
室
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委　

任　

状

　
　
　
　

学
部　
　
　

学
科　
　
　

年　
　
　

組　
　

氏
名

本
史
料
か
ら
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
の
史
学
会
の
活
動
内
容
が
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
。
例
え
ば
機
関
誌
を
年
間
五
・
六
回
発
行
予
定
で

あ
り
、
活
発
な
発
表
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
年
四
回
の
史
跡
巡
り
を
計
画
し
て
お
り
、
変
わ
ら
ず
見
学
会
が
続
け
ら

れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
以
外
に
旅
行
も
行
わ
れ
て
お
り
、
戦
前
か
ら
続
く
学
外
で
の
実
施
調
査
が
こ
の
時
点
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
他
、
新
入
生
歓
迎
会
も
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
学
内
で
行
わ
れ
て
い
た
戦
前
と
違
い（

11
（

、
学
外
の
向
ヶ
丘
遊

研
究
会
名

時
間

場
所

近
世
史

　
　

研
究
会

水
曜
日

PM
四
・
一
〇
～
六
・
〇
〇

教
室

近
代
史

　
　

研
究
会

月
曜
日

PM
四
・
一
〇
～

部
室

古
文
書
学

　
　

研
究
会

（
火
）
PM
四
・
二
〇
～
六
・
〇
〇

（
木
）
PM
六
・
〇
〇
～
八
・
〇
〇

教
室

歴
史
理
論

　
　

研
究
会

金
曜
日

PM
四
・
二
〇
～
六
・
二
〇

教
室

外
国
史

　
　

研
究
会

二
年
概
説

　
　

研
究
会

木
曜
日

PM
二
・
四
〇
～
四
・
三
〇

教
室

一
年
概
説

　
　

研
究
会

金
曜
日

PM
四
・
一
〇
～

教
室
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園
で
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
戦
前
に
は
無
か
っ
た
夏
期
講
座
や
、
大
学
祭
で
の
報
告
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
あ
る
程
度
体
制
が�

整
っ
て
か
ら
新
た
に
始
め
ら
れ
た
活
動
も
確
認
で
き
る
。
特
に
、
若
木
祭
に
お
け
る
研
究
報
告
は
そ
の
後
も
続
い
て
お
り
、
後
々
史
学
会

の
活
動
の
主
軸
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

史
学
会
内
の
研
究
会
も
変
わ
ら
ず
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、「
続
日
本
紀
研
究
会
」「
吾
妻
鏡
研
究
会
」「
古
文
書
学
研

究
会
」
な
ど
は
、
昭
和
二
十
四
年
の
「
続
日
本
紀
輪
読
会
」（
毎
週
月
曜
・
岩
橋
小
弥
太
教
授
指
導
）、「
吾
妻
鏡
輪
読
会
」（
斎
木
一
馬
講

師
指
導
・
毎
週
金
曜
）、「
古
文
書
研
究
会
」（
村
田
正
志
講
師
指
導
・
毎
週
火
曜
）
と
い
っ
た（

11
（

、
以
前
か
ら
の
史
料
読
み
の
活
動
が
名
を

変
え
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
歴
史
理
論
研
究
会
や
概
説
研
究
会
と
い
う
年
次
ご
と
の
研
究
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
活
動
内
容
は

不
明
だ
が
、
研
究
会
名
か
ら
、
恐
ら
く
歴
史
学
研
究
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
学
ぶ
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
は
付
け
ら
れ

る
。
昭
和
三
十
六
年
当
時
の
史
学
会
で
は
、
戦
前
か
ら
の
活
動
も
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
戦
後
新
た
に
始
め
ら
れ
た
活
動
と
と
も
に
、
文
献
史

学
を
主
と
し
た
歴
史
学
研
究
の
基
礎
勉
強
と
古
文
書
解
読
の
実
践
を
行
え
る
環
境
が
整
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
外
国
史
研
究

会
の
時
間
・
場
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
史
料
の
原
文
マ
マ
で
あ
る
た
め
、
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
時
間
や
場
所
が

こ
の
段
階
で
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
史
学
会
か
ら
地
誌
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
四
年
七
月
の
大
学
新
聞
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
、

「
全
国
地
方
誌
分
県
目
録
」
と
題
し
て
各
県
ご
と
に
分
類
さ
れ
、県
誌
、市
誌
郡
誌
を
は
じ
め
地
理
、歴
史
、古
文
書
郷
土
風
物
な
ど
の
資
料
、

約
八
千
点
の
総
合
目
録
で
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
創
立
十
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
計
画
を
進
め
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
各
県
の
図

書
館
な
ど
中
心
に
集
め
て
い
た（

11
（

。〈
史
料
二
〉
中
に
あ
る
「
地
誌
委
員
会
」
も
、
こ
の
関
係
で
運
営
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

各
地
の
史
料
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
昭
和
三
十
二
年
九
月
の
大
学
新
聞
に
、
埼
玉
県
入
間
郡
高
麗
村
（
現
日
高
市
）
の
史
料
調
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査
を
行
っ
て
お
り
、
後
々
『
近
世
百
姓
文
集
』
と
し
て
研
究
発
表
す
る
意
向
が
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　

こ
れ
ら
の
研
究
会
や
旅
行
、
史
料
調
査
が
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
機
関
誌
『
史
友
』
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
昭

和
四
十
年
発
行
の
『
史
友
』
に
は
、
信
長
公
記
研
究
会
の
近
況
報
告
や
、
旅
行
委
員
会
に
よ
る
南
都
旅
行
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

し
か
し
、『
史
友
』
は
こ
れ
以
後
の
現
存
物
の
大
半
が
確
認
で
き
ず
、
次
に
管
見
の
限
り
確
認
で
き
た
も
の
は
、
昭
和
五
十
三
年
の
七
二

号
で
あ
り
、
彙
報
欄
は
既
に
無
く
な
っ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
同
号
以
降
は
、
古
代
・
中
世
・
近
代
の
史
部
会
の
各
研
究
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
以
前
の
研
究
会
の
よ
う
な
活
動
は
確
認
で
き
な
い
他
、
当
時
の
具
体
的
な
活
動
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
近
世
史

部
会
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
る
昭
和
五
十
三
年
～
五
十
七
年
の
『
史
友
』
に
記
述
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
具
体
的
な
年
は
不
明
だ
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
史
学
会
の
活
動
形
態
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
実

際
、
昭
和
四
十
九
年
の
史
学
会
勧
誘
冊
子
に
は
、
古
代
史
部
会
・
中
世
史
部
会
・
近
世
史
部
会
・
近
代
史
部
会
・
女
性
史
部
会
・
概
説
史

部
会
が
置
か
れ
、
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
各
史
部
会
に
代
表
・
企
画
・
編
集
・
庶
務
・
会
計
員
が
各
一
名
ず
つ
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、

部
会
ご
と
に
特
定
史
料
の
読
解
や
論
文
学
習
な
ど
を
進
め
て
い
る
こ
と
の
他
、
主
な
行
事
活
動
が
、
合
同
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
合

宿
、
大
学
祭
に
加
え
、
機
関
誌
『
史
友
』
及
び
『
会
報
』
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
昭
和
三
十
六
年
の
段
階
か
ら
運
営
形

態
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
の
よ
う
だ
。
但
し
、〈
史
料
二
〉
に
も
近
世
史
・
近
代
史
な
ど
の
時
代
区
分
に
即
し
た
部
会
が
あ
っ
た

こ
と
も
確
認
で
き
る
他
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
の
『
国
史
学
』
の
研
究
会
活
動
は
、
古
代
史
部
会
、
中
世
史
部
会
、
近
世
史
部
会
、
近
代

史
部
会
、
外
国
史
部
会
、
分
校
部
会
、
連
合
研
究
会
が
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て
あ
り
、
各
部
会
の
内
に
、
例
え
ば
古
代
史
部
会
に
は
日
本
書
紀

（
月
曜
日
）、
魏
志
倭
人
伝
（
水
曜
日
）
の
よ
う
に
研
究
会
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る（

11
（

。
こ
れ
ら
の
時
代
区
分
が
主
体
と
な
る

よ
う
に
再
編
成
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な
変
化
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
は
、
史
学
会
設
立
以
降
行
わ
れ
て
き
た
研
究
会
や
旅
行
が
続
い
て
お
り
、
文
献
史
学
の
基
礎
学
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習
と
読
解
実
践
の
場
が
細
分
化
さ
れ
、
機
能
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
時
代
別
部
会
ご
と
の
活
動
に
再
編
成
・
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

三
　
大
学
院
生
と
史
学
専
攻
大
学
院
会
の
出
発

　

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
研
究
室
研
究
会
、
史
学
会
は
、
基
本
的
に
大
学
の
学
生
に
関
わ
る
教
育
・
活
動
の
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し

戦
後
、
國
學
院
大
學
は
大
学
院
を
創
設
し
て
い
る
た
め
、
当
然
大
学
院
生
の
活
動
も
追
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
最
後
に
、
戦
後

の
大
学
院
生
の
活
動
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
に
昭
和
四
十
年
頃
に
史
学
専
攻
で
組
織
さ
れ
た
大
学
院
会
の
設
立
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
く
。

　

こ
の
大
学
院
会
設
立
に
関
し
て
は
、
実
は
当
時
の
国
史
学
会
と
も
深
く
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
わ
か
る
の
が
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

　
〈
史
料
三
〉『
国
史
学
』
七
十
年
の
回
顧（

11
（

　
　
（
前
略
）

　
　
　

�　

三
十
九
年
以
降
も
主
と
し
て
例
会
発
表
者
は
藤
井
（
筆
者
注
：
藤
井
貞
文
）
氏
の
人
選
に
よ
っ
た
。
藤
井
氏
は
毎
例
会
に
は

必
ず
出
席
さ
れ
て
独
特
の
ポ
ー
ズ
で
発
表
を
聴
き
、
質
疑
の
あ
と
講
評
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
事
務
局
は
東
京
在
住
会
員

に
例
会
通
知
を
送
る
と
共
に
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
東
京
、
サ
ン
ケ
イ
各
新
聞
社
に
も
発
送
し
た
。
新
聞
の
学
芸
欄
に
例
会

案
内
が
載
る
と
、
国
史
学
会
の
命
脉
を
確
め
た
も
の
で
あ
る
。
会
員
は
例
会
で
の
発
表
も
、
あ
る
い
は
成
稿
が
あ
っ
て
も
、「
国

史
学
」
に
載
せ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
多
く
は
「
国
学
院
雑
誌
」
や
他
の
学
会
誌
に
載
せ
て
い
た
。

　
　
　

�　

こ
の
こ
ろ
、
大
学
院
生
の
中
で
比
較
的
年
齢
を
重
ね
て
い
た
小
川
信
氏
や
坂
根
（
筆
者
注
：
坂
根
義
久
）
が
幹
事
役
と
な
っ

て
大
学
院
会
を
組
織
し
、
研
究
発
表
会
、
研
修
旅
行
、
懇
親
会
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
フ
リ
ー
ト
キ
ン
グ
の
際
に
は
国
史
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学
会
の
再
建
が
必
ず
議
題
に
の
ぼ
っ
た
。
院
生
に
と
っ
て
は
口
頭
発
表
、
活
字
発
表
の
組
織
さ
れ
た
場
が
是
非
と
も
ほ
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
母
校
に
根
ざ
し
た
国
史
学
会
の
再
建
が
捷
径
で
あ
り
、
将
来
の
国
史
学
会
の
担
い
手
は
院
生
で
あ
る

な
ど
熱
っ
ぽ
い
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
大
学
院
会
の
中
で
次
第
に
再
建
案
が
煮
つ
ま
っ
て
来
た
。

　
　
　

�　

や
が
て
四
十
一
年
に
な
る
と
、
院
生
に
よ
る
本
会
再
建
の
折
衝
は
、
黒
川
高
明
、
鈴
木
靖
民
の
両
氏
に
引
継
が
れ
た
。
ま
た

林
陸
朗
氏
を
中
心
に
、
二
木
（
筆
者
注
：
二
木
謙
一
）、
鈴
木
（
筆
者
注
：
鈴
木
義
雄
）、
椿
ひ
ろ
み
の
三
氏
な
ど
助
手
に
よ
る

事
務
局
の
整
備
、
院
生
へ
の
連
絡
な
ど
が
行
わ
れ
、
評
議
員
、
事
務
局
、
院
生
有
志
な
ど
の
根
回
し
は
四
十
一
年
五
月
迄
に
終

わ
り
、
五
月
十
八
日
、
六
月
八
日
、
再
建
の
た
め
の
準
備
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
合
に
は
事
務
局
、
院
生
、
旧
委
員
な

ど
十
六
名
が
出
席
し
、
再
建
の
方
法
、
活
動
の
内
容
、
財
政
問
題
な
ど
展
望
と
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
　
（
後
略
）

大
学
院
会
は
、
昭
和
四
十
年
頃
に
組
織
さ
れ
、
研
究
発
表
や
研
修
旅
行
を
既
に
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
国
史
学
会
へ
の
要
望
と

し
て
、
口
頭
発
表
、
活
字
発
表
の
場
を
欲
し
て
お
り
、
院
生
ら
が
国
史
学
会
へ
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
同
時
期
の
国
史

学
会
の
例
会
報
告
は
、
岩
橋
小
弥
太
、
林
陸
朗
、
高
柳
光
寿
、
鈴
木
敬
三
な
ど
助
手
や
教
授
陣
の
他
、
坂
根
義
久
ら
院
生
な
ど
若
手
研
究

者
が
報
告
す
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た（

1（
（

。
当
時
の
国
史
学
会
に
つ
い
て
、『
国
史
学
』
の
発
行
は
刊
行
費
が
少
な
い
た
め
に
行
き
詰
ま
り
、

発
行
の
目
処
が
立
た
な
い
低
迷
状
態
で
あ
っ
た
上
、
例
会
に
つ
い
て
も
、「
不
定
期
で
年
に
数
回
、
参
会
者
は
少
い
と
き
に
は
四
、五
名
を

数
え
る
に
留
ま
り
寂
莫
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
あ
り（

11
（

、
当
時
の
院
生
に
と
っ
て
国
史
学
会
が
自
分
た
ち
の
活
動
や
研
究
報
告
の
場
と

し
て
物
足
り
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
大
学
院
会
創
設
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

国
史
学
会
は
そ
の
後
再
建
さ
れ
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
に
七
五
号
（
復
刊
一
号
）
が
発
行
さ
れ
た
が
、
少
し
遅
れ
て
、
大
学
院
会
も
機
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関
誌
『
史
学
研
究
集
録
』
を
創
刊
し
て
い
る
。
創
刊
号
は
昭
和
四
十
六
年
に
謄
写
版
（
い
わ
ゆ
る
ガ
リ
版
）
で
刊
行
さ
れ
た（

11
（

。
巻
頭
に
は
、

総
務
（
博
士
課
程
）
樋
口
誠
太
郎
氏
の
「
創
刊
に
あ
た
っ
て
「
心
の
鏡
に
」」
が
記
さ
れ
、
当
時
の
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
の

桑
田
忠
親
教
授
に
よ
る
「
老
春
の
練
り
ご
と
」
を
始
め
と
す
る
、
当
時
大
学
院
に
所
属
し
て
い
た
教
授
・
講
師
・
助
手
に
よ
る
寄
稿
、
先

述
の
樋
口
誠
太
郎
氏
「
東
山
期
に
お
け
る
武
将
の
故
実
観
」
な
ど
の
院
生
の
研
究
論
文
、
現
況
報
告
や
研
究
余
録
な
ど
院
生
に
よ
る
小
稿

の
他
、
大
学
院
会
の
規
約
や
昭
和
四
十
五
年
度
の
活
動
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

活
動
報
告
に
は
、
当
時
の
史
学
大
学
院
会
の
活
動
状
況
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
少
々
長
い
が
、
全
文
掲
載
し
て
お
く
。

　
〈
史
料
四
〉
昭
和
45
年
度
史
学
大
学
院
会
活
動
報
告（

11
（

　
　

�

前
年
度
よ
り
修
士
課
程
に
甲
類
・
乙
類
の
区
別
が
設
け
ら
れ
、
文
献
史
学
と
考
古
学
と
の
専
攻
者
と
の
履
修
方
法
に
大
巾
な
差
が

生
じ
て
き
た
が
、
本
年
度
に
入
り
、
考
古
学
専
攻
者
が
研
究
会
を
も
ち
独
自
な
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
て
史
学
大
学
院
会
の

性
格
に
つ
い
て
新
た
に
考
慮
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
会
員
の
間
に
高
ま
り
、
本
年
度
前
期
は
考
古
学
専
攻
者
と
文

献
史
学
専
攻
者
と
の
協
調
関
係
を
模
索
し
つ
つ
経
過
し
た
。
後
期
に
入
り
考
古
学
専
攻
者
と
の
関
係
も
含
め
て
史
学
大
学
院
会
の

性
格
と
活
動
方
針
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
規
約
の
改
正
が
要
望
さ
れ
る
に
至
り
、
十
月
十
六
日
に
そ
の
目
的
で
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
そ
れ
以
後
の
活
動
情
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

十
月
十
六
日

　
　
　
　

昭
和
四
十
五
年
度
史
学
大
学
院
会
総
会

　
　
　
　

議
題
1
史
学
大
学
院
会
の
性
格
と
考
古
学
記
念
会
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

2
内
規
の
改
正
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3
今
後
の
活
動
方
針

　
　
　
　

承
認
事
項

　
　
　
　
　
　

1
史
学
大
学
院
会
の
会
員
を
甲
類
履
修
者
と
す
る

　
　
　
　
　
　

2
委
員
会
を
設
け
新
規
約
案
を
作
製
す
る

　
　
　
　
　
　

3
見
学
会
・
講
演
会
・
研
究
会
の
実
施
（
出
席
者
二
十
五
名
）

　
　

十
月
二
十
八
日

　
　
　
　

宮
内
庁
書
陵
部
見
学
交
渉　

書
陵
部
編
集
課
に
今
江
広
通
氏
を
訪
問　

担
当
者
樋
口
誠
太
郎

　
　

十
月
三
十
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
臨
時
総
会

　
　
　
　

議
題
及
決
議
承
認
事
項

　
　
　
　
　
　

1
史
学
大
学
院
会
規
約
の
件

　
　
　
　
　
　
　

委
員
会
の
提
示
し
た
原
案
を
一
部
補
正
し
て
満
場
一
致
に
よ
り
可
決
（
こ
の
全
文
は
後
頁
に
載
せ
る
）

　
　
　
　
　
　

2
役
員
選
出

　
　
　
　
　
　
　

新
規
約
に
よ
り
以
下
の
通
り
役
員
を
選
出

　
　
　
　
　
　
　

�

総
務
＝
樋
口　

庶
務
＝
佐
野
・
東
四
柳　

会
計
＝
蒲
生
・
山
口　

渉
外
＝
佐
々
木
・
杉
村　

編
集
＝
伊
林
・
田
中�

（
君
）　

会
計
監
査
＝
宇
田
川
・
下
村　

研
究
会
担
当
近
代
＝
田
中
（
正
）　

同
近
世
＝
蒲
生　

同
中
世
＝
石
川　

同
古

代
＝
真
壁
（
出
席
者
十
三
名
委
任
状
五
通
）

　
　
　
　

連
絡
及
承
認
事
項
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1
宮
内
庁
書
陵
部
見
学
の
件

　
　
　
　
　
　

2
笠
原
一
男
先
生
講
演
会
の
件

　
　

十
一
月
一
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
委
員
会

　
　
　
　

議
題
1
笠
原
一
男
先
生
講
演
会
準
備
の
件

　
　
　
　
　
　

2
定
例
親
睦
旅
行
の
件
（
春
に
延
期
）

　
　
　
　
　
　

3
研
究
集
録
発
行
の
件

　
　
　
　
　
　

4
文
学
研
究
科
学
生
研
究
室
管
理
の
件

　
　

十
一
月
四
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
講
演
会

　
　
　
　
　

講
師　

東
京
大
学
教
授　

笠
原
一
男
氏

　
　
　
　
　

主
題　

真
宗
教
団
を
通
し
て
見
た
中
世
仏
教
の
成
立
の
背
景
と
特
質
（
来
聴
多
数
）

　
　

十
一
月
二
十
三
日

　
　
　

宮
内
庁
書
陵
部
見
学
会

　
　
　
　

今
江
広
通
・
是
沢
恭
三
両
先
生
が
、
御
多
忙
中
に
か
か
わ
ら
ず
史
料
の
説
明
を
し
て
下
さ
っ
た
。

　
　

十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
懇
親
会

　
　
　
　

於
、
大
衆
割
烹
東
信
恵
比
寿
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昭
和
四
十
六
年

　
　

二
月
二
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
委
員
会

　
　
　
　

議
題
1
西
角
井
先
生
告
別
式
の
件

　
　
　
　
　
　

2
定
例
親
睦
旅
行
兼
宿
泊
研
修
会
の
件

　
　
　
　
　
　

3
研
究
集
録
作
成
の
件

　
　
　
　
　
　

4
文
学
研
究
科
発
表
会
の
件

　
　
　
　
　
　

5
そ
の
他

　
　

三
月
五
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
委
員
会

　
　
　
　

議
題
1
親
睦
兼
研
修
旅
行
の
件

　
　
　
　
　
　

2
研
究
集
録
の
件

　
　

三
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
親
睦
旅
行
会
（
兼
研
究
会
）

　
　
　
　
（
行
先
）
水
戸
―
大
洗
―
五
浦
（
泊
）―
勿
来
―
常
陸
太
田
―
袋
田
（
泊
）―
瓜
連
―
水
戸

　
　
　
　

�

水
戸
に
て
は
茨
城
県
々
史
編
纂
室
、
大
洗
で
は
願
入
寺
、
五
浦
で
は
茨
城
大
学
美
術
研
究
所
緒
方
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ
御
世
話

に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　

三
月
二
十
二
日
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修
了
年
度
生
謝
恩
会

　
　
　
　

於
、
い
く
ぜ

　
　

五
月
十
一
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
委
員
会

　
　
　
　

議
題
1
研
究
集
録
の
件

　
　
　
　
　
　

2
新
入
生
歓
迎
会
兼
総
会
開
催
の
件

　
　
　
　
　
　

3
新
年
度
委
員
の
件

　
　

五
月
二
十
五
日

　
　
　
　

史
学
大
学
院
会
総
会
兼
新
入
生
歓
迎
会

　
　
　
　

於
、
氷
川
区
民
会
館

　
　
　
　

議
決
承
認
事
項　

新
年
度
委
員
の
決
定

　
　

昭
和
四
十
五
年
度
の
活
動
は
以
上
で
あ
る
。

　
　

な
お
文
末
な
が
ら
本
年
度
の
活
動
に
御
協
力
頂
い
た
学
内
学
外
の
諸
先
生
・
先
輩
各
位
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

会
誌
創
刊
が
昭
和
四
十
五
年
よ
り
計
画
さ
れ
、
刊
行
作
業
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
背
景
に
前
年
度
の
修
士
課
程
の
履

修
方
法
の
変
更
と
、
考
古
学
専
攻
で
独
自
の
研
究
会
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
考
古
学
専
攻
者
と
文
献
史
学
専
攻
者
と
の
協
調
関
係
を
模

索
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
結
果
と
し
て
、
史
学
大
学
院
会
の
性
格
と
活
動
方
針
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
規
約
の
改
正
が

要
望
さ
れ
る
に
至
り
、
総
会
で
会
員
や
今
後
の
活
動
に
関
す
る
承
認
が
、
そ
の
後
の
臨
時
総
会
で
規
約
改
正
と
役
員
選
出
が
承
認
さ
れ
て
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い
る
。
創
刊
号
の
編
集
後
記
に
は
、「
昭
和
四
五
年
度
の
総
会
は
様
々
の
意
味
で
国
学
院
大
学
大
学
院
の
発
足
以
来
の
ひ
と
つ
の
転
換
期

で
あ
っ
た
様
に
思
う
。
こ
れ
迄
共
同
し
て
活
動
し
て
い
た
、
考
古
学
専
攻
の
仲
間
が
研
究
活
動
の
独
自
性
を
主
張
し
別
個
に
活
動
す
る
様

に
な
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
こ
れ
迄
の
規
約
が
改
正
さ
れ
た
。
総
会
で
、
わ
れ
〳
〵
の
手
で
「
研
究
集
録
」
を
作
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
以

来
、
原
稿
募
集
が
始
ま
っ
た
の
は
四
五
年
十
月
か
ら
の
事
で
あ
っ
た（

11
（

」
と
あ
り
、
こ
の
総
会
で
『
史
学
研
究
集
録
』
刊
行
も
承
認
さ
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
と
も
あ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
は
当
時
の
大
学
院
会
、
ひ
い
て
は
大
学
院
生
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、
そ

の
流
れ
を
受
け
て
活
発
な
活
動
の
構
想
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
が
記
録
か
ら
は
窺
え
る
。

　
〈
史
料
四
〉
か
ら
は
、
大
学
院
会
内
で
院
生
の
発
表
会
の
他
、
外
部
の
研
究
者
に
よ
る
講
演
会
、
見
学
や
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
講
演
会
は
十
一
月
四
日
に
行
わ
れ
、
東
京
大
学
の
笠
原
一
男
教
授
に
よ
る
「
真
宗
教
団
を
通
し
て
見
た
中
世
仏
教

の
成
立
の
背
景
と
特
質
」
と
い
う
題
目
で
あ
っ
た
。
ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
の
見
学
会
で
は
、
今
江
広
通
・
是
沢
恭
三
両
氏
（
と
も
に
國
學

院
大
學
卒
）
に
よ
る
解
説
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
学
会
に
先
立
ち
、
十
月
二
十
八
日
に
総
務
の
樋
口
誠
太
郎
氏
が
宮
内
庁
書
陵
部
見

学
交
渉
の
た
め
、
書
陵
部
編
集
課
の
今
江
広
通
氏
へ
訪
問
し
て
い
る
。
更
に
、
翌
四
十
六
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
に
は
、
親
睦

旅
行
会
兼
研
究
会
と
し
て
茨
城
県
・
福
島
県
の
各
地
を
巡
っ
て
お
り
、
水
戸
で
は
茨
城
県
史
編
纂
室
、
大
洗
で
は
願
入
寺
、
五
浦
で
は
茨

城
大
学
美
術
研
究
所
の
緒
方
氏
の
世
話
で
見
学
を
し
て
い
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
へ
の
事
前
訪
問
な
ど
か
ら
も
、
当
時
の
大
学
院
会
の
活
動

は
、
大
学
院
生
の
積
極
的
な
活
動
に
応
え
る
形
で
、
当
時
の
大
学
の
教
師
陣
や
Ｏ
Ｂ
、
他
機
関
の
研
究
者
・
教
師
の
助
力
を
得
て
充
実
し

た
活
動
が
展
開
で
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
あ
た
り
は
、
戦
前
の
国
史
学
会
や
史
学
会
を
彷
彿
と
さ
せ
る
活
動
で
あ
る
。

　
『
史
学
研
究
集
録
』
は
そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
に
第
二
号
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
創
刊
号
と
は
形
態
が
変
わ
り
、
大
学
院
委
員
長
桑
田
忠

親
に
よ
る
巻
頭
言
の
他
、
四
点
の
論
文
に
加
え
、
会
員
す
な
わ
ち
各
院
生
の
研
究
テ
ー
マ
も
し
く
は
そ
の
進
捗
を
記
し
て
い
る（

11
（

。
第
三
号

は
少
々
時
間
が
空
き
、
昭
和
五
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
一
点
の
論
文
と
二
点
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
（
研
究
ノ
ー
ト
）
の
他
、
会
員
名
簿�
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が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

11
（

。
以
降
、『
史
学
研
究
集
録
』
は
こ
の
三
号
の
形
態
を
引
き
継
ぎ
、
論
文
も
し
く
は
研
究
ノ
ー
ト
に
会
員

名
簿
が
掲
載
さ
れ
る
形
が
基
本
と
な
り
、
平
成
三
年
か
ら
は
巻
頭
言
が
復
活
（
一
部
に
無
い
号
も
存
在
）、
平
成
四
年
か
ら
は
史
部
会
ご

と
の
活
動
状
況
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
史
料
の
性
格
か
ら
、
大
学
院
会
の
昭
和
四
十
年
代
の
活
動
は
こ
れ
以
上
追
う
こ
と
は

難
し
い
が
、
当
時
の
大
学
院
生
の
活
発
な
活
動
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
お
わ
り
に

　

戦
後
、
本
学
で
史
学
を
専
攻
す
る
学
生
達
は
、
大
学
、
大
学
院
と
も
に
盛
ん
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
、
本
稿
の
分
析
か
ら
は

確
認
で
き
た
。
大
学
で
は
、
国
史
学
会
よ
り
学
友
会
の
一
部
会
と
し
て
独
立
し
た
史
学
会
が
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
お
り
、
戦
後
復
活
し

た
研
究
室
で
の
指
導
研
究
会
も
、
最
終
的
に
昭
和
二
十
年
代
に
は
史
学
会
と
合
流
し
、
そ
の
活
動
は
更
に
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
～
三
十
年
代
頃
の
史
学
会
の
主
な
活
動
は
、
十
を
超
え
る
時
代
ご
と
の
特
色
あ
る
研
究
会
を
中
心
に
、
見
学
旅
行
や
機
関
誌
刊

行
、研
究
発
表
の
他
、昭
和
三
十
年
代
に
は
地
誌
目
録
の
編
纂
・
刊
行
作
業
も
進
め
ら
れ
て
い
た
。
授
業
外
に
、史
料
読
解
能
力
を
向
上
し
、

専
門
知
識
を
深
め
研
究
に
資
す
る
た
め
の
機
会
を
多
く
設
け
て
い
る
だ
け
で
は
無
く
、
史
学
会
内
に
留
ま
ら
な
い
、
研
究
を
志
す
者
に
も

向
け
た
活
動
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
但
し
、
こ
れ
ら
研
究
会
の
活
動
は
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
は
解
体
・
再
構

築
さ
れ
、
活
動
形
態
が
研
究
会
単
位
か
ら
、
時
代
・
テ
ー
マ
毎
の
部
会
単
位
へ
移
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
大
学
院
で
は
、
大
学
院
生
に
よ
っ
て
史
学
専
攻
の
大
学
院
会
が
昭
和
四
十
年
頃
に
設
立
さ
れ
た
。
当
時
の
国
史
学
会
が
院
生
に�

と
っ
て
活
動
や
研
究
報
告
の
場
と
し
て
物
足
り
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
大
学
院
会
創
設
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
六

年
以
降
は
間
を
置
き
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
機
関
誌
『
史
学
研
究
集
録
』
も
刊
行
が
開
始
さ
れ
、
当
時
大
学
院
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
教

授
陣
の
寄
稿
の
他
、
院
生
の
論
文
や
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、
史
学
専
攻
学
生
の
研
究
発
表
の
場
と
し
て
出
発
し
た
。
ま
た



52

当
時
の
大
学
院
会
で
は
、
大
学
院
会
内
で
院
生
の
発
表
会
の
他
、
外
部
の
研
究
者
に
よ
る
講
演
会
、
見
学
や
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、

大
学
と
同
じ
く
、
授
業
外
に
お
け
る
史
学
勉
強
の
機
会
を
、
院
生
の
主
導
で
設
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
か
ら
は
、
戦
後
の
本
学
に
お
い
て
、
大
学
・
大
学
院
を
問
わ
ず
史
学
を
学
ぶ
学
生
達
は
、
学
術
部
会
の
一
員
と
し
て
、

或
い
は
大
学
院
生
と
し
て
活
発
に
活
動
を
展
開
し
、
授
業
外
で
も
学
び
を
深
め
る
機
会
を
自
ら
の
手
で
設
け
、
当
時
の
教
師
陣
・
Ｏ
Ｂ
陣

も
そ
れ
に
応
え
て
学
生
の
成
長
を
促
す
活
動
の
背
を
押
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
変
革
期
は
戦
後
と
昭
和
四
十
年
代
頃
に
あ
り
、

ど
ち
ら
も
本
学
の
転
換
期
で
あ
っ
た
。
大
学
内
の
情
勢
の
推
移
や
、
当
時
の
学
界
の
影
響
も
受
け
つ
つ
学
生
達
も
活
動
を
活
発
化
し
所
属

組
織
の
形
態
を
変
化
さ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
本
稿
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
ま
で
を
分
析
の
区
切
り
と
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降
の
学
生
の
活
動
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
史
学
専
攻
学
生
の
例
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
文
学
や
経
済
・
法
学
・
神
道
な
ど
他
専
攻
の
学
生

の
事
例
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
分
析
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　
註

　
（
1
）�　

拙
稿
「
戦
前
・
戦
後
期
に
お
け
る
国
史
学
会
の
活
動
と
教
育
」（『
國
學
院
大
學　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
一
三　

令
和
三
年
）、
同
「
國
學

院
大
學
に
お
け
る
学
会
活
動
と
教
育
」（『
國
學
院
大
學　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
一
四　

令
和
四
年
）

　
（
2
）�　

前
掲
拙
稿
「
戦
前
・
戦
後
期
に
お
け
る
国
史
学
会
の
活
動
と
教
育
」。

　
（
3
）�　
『
國
學
院
大
學
百
年
史　

下
』
國
學
院
大
學　

平
成
六
年　

一
四
九
六
―
一
四
九
八
頁
。

　
（
4
）�　

前
掲
3
『
國
學
院
大
學
百
年
史　

下
』
一
四
九
八
頁
。

　
（
5
）�　

前
掲
3
『
國
學
院
大
學
百
年
史　

下
』
一
五
〇
四
頁
。

　
（
6
）�　

前
掲
3
『
國
學
院
大
學
百
年
史　

下
』
一
五
一
一
―
一
五
一
四
頁
、
他
。
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（
7
）�　

前
掲
3
『
國
學
院
大
學
百
年
史　

下
』
一
五
一
六
頁
。

　
（
8
）�　

前
掲
3
『
國
學
院
大
學
百
年
史　

下
』
一
五
一
六
頁
。

　
（
9
）�　

前
掲
3
『
國
學
院
大
學
百
年
史　

下
』
一
五
一
八
頁
。

　
（
10
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
三
七　

昭
和
六
年
六
月　

一
三
九
頁
。
な
お
本
稿
の
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
に
つ
い
て
は
、『
國
學
院
大
學
新
聞　

縮
刷

版　

創
刊
号
―
第
三
〇
〇
号
』（
國
學
院
大
學
新
聞
学
会　

昭
和
四
十
三
年
）
を
使
用
。

　
（
11
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
二
五　

昭
和
四
年
六
月　

九
七
頁
。

　
（
12
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
四
六　

昭
和
七
年
十
月　

一
七
一
頁
。

　
（
13
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
五
八　

昭
和
九
年
八
月　

二
一
三
頁
。

　
（
14
）�　
『
国
史
学
』
一
九　

昭
和
九
年　

七
八
頁
。

　
（
15
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
六
一　

昭
和
十
年
二
月　

二
二
九
頁
。
記
事
で
は
、
国
史
研
究
室
に
お
い
て
、
毎
週
水
曜
二
時
半
よ
り
四
時
半
ま
で
長

倉
助
手
指
導
の
相
互
研
究
会
、
金
曜
日
は
四
時
半
よ
り
六
時
ま
で
長
倉
助
手
指
導
の
「
吾
妻
鑑
」、
木
曜
日
は
十
時
よ
り
十
二
時
ま
で
植
木
教
授

の
指
導
で
「
山
本
大
膳
五
人
帳
」
を
講
読
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
16
）�　
『
国
史
学
』
一
二　

昭
和
七
年
九
月　

六
四
頁
。

　
（
17
）�　
『
国
史
学
』
二
四　

昭
和
十
年　

七
五
頁
。

　
（
18
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
一
六
七　

昭
和
二
十
三
年
十
一
月　

五
〇
三
頁
。

　
（
19
）�　

例
え
ば
『
国
史
学
』
五
二
（
昭
和
二
十
五
年
四
月
、七
一
頁
）
に
掲
載
さ
れ
た
史
学
会
の
見
学
活
動
を
確
認
す
る
と
、上
野
博
物
館
法
隆
寺
展
（
五

月
）、同
正
倉
院
展
（
十
一
月
）、鎌
倉
円
覚
寺
及
び
瑞
泉
寺
（
六
月
）、鎌
倉
浄
光
明
寺
古
文
書
採
訪
（
十
月
）、鎌
倉
円
覚
寺
古
文
書
採
訪
（
十
月
）、

根
津
美
術
館
見
学（
十
一
月
）、東
大
史
料
編
纂
所
史
料
展
見
学（
十
一
月
）等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
内
、鎌
倉
円
覚
寺
古
文
書
採
訪
、根
津
美
術
館
、

東
大
史
料
編
纂
所
の
見
学
会
は
岩
橋
の
引
率
で
あ
り
、
岩
橋
が
特
に
博
物
館
や
古
文
書
採
訪
な
ど
、
学
生
参
加
の
見
学
会
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
20
）�　

前
掲
19
『
国
史
学
』
五
二　

七
一
頁
。

　
（
21
）�　
『
国
史
学
』
六
一
（
国
史
学
会　

昭
和
二
十
八
年
七
月
）
掲
載
の
研
究
会
に
は
、
外
国
史
部
会
と
し
て
資
治
通
鑑
（
土
曜
）、
資
本
論
（
火
曜
）

の
研
究
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
同
八
〇
―
八
一
頁
）。
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（
22
）�　

前
掲
21
『
国
史
学
』
六
一　

八
〇
―
八
一
頁
、『
國
學
院
大
學
新
聞
』
一
八
六　

昭
和
二
十
八
年
十
一
月　

五
四
一
頁
。
新
聞
記
事
中
の
「
古
文

書
研
究
」
は
『
国
史
学
』
に
一
致
す
る
研
究
会
が
無
い
が
、
戦
前
よ
り
国
史
学
会
で
は
「
久
我
家
文
書
」
を
古
文
書
講
習
で
使
用
し
て
い
る
た
め
、

こ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
23
）�　

前
掲
拙
稿
1
「
戦
前
・
戦
後
期
に
お
け
る
国
史
学
会
の
活
動
と
教
育
」
一
六
〇
―
一
六
二
頁
。

　
（
24
）�　

前
掲
19
『
国
史
学
』
五
二　

国
史
学
会　

昭
和
二
十
五
年　

七
〇
頁
。

　
（
25
）�　

前
掲
19
『
国
史
学
』
五
二　

七
〇
頁
。

　
（
26
）�　

前
掲
19
『
国
史
学
』
五
二　

七
一
頁
。

　
（
27
）�　

前
掲
19
『
国
史
学
』
五
二　

七
一
頁
。

　
（
28
）�　

前
掲
19
『
国
史
学
』
五
二　

七
一
―
七
二
頁
。

　
（
29
）�　

前
掲
19
『
国
史
学
』
五
二　

七
一
―
七
二
頁
。

　
（
30
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
二
四
一　

昭
和
三
十
五
年
七
月　

六
九
一
頁
。

　
（
31
）�　
「
昭
和
三
十
六
年
度
前
期
定
例
総
会
」（
研
究
開
発
推
進
機
構　

校
史
資
料
「（
昭
和
三
十
六
年
度
学
内
発
行
・
配
布
物
一
括
、
学
生
自
治
関
係
）」）。

な
お
、
本
史
科
に
は
元
の
持
主
に
よ
る
落
書
が
多
く
、
そ
の
部
分
は
翻
刻
し
て
い
な
い
。

　
（
32
）�　

例
え
ば
、
昭
和
七
年
の
新
入
生
歓
迎
会
は
第
八
教
室
で
行
わ
れ
て
い
る
（『
国
史
学
』
一
一　

昭
和
七
年　

六
二
頁
）。

　
（
33
）�　

前
掲
19
『
国
史
学
』
五
二　

七
〇
頁
。

　
（
34
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
二
三
一　

昭
和
三
十
四
年
七
月
十
日　

六
六
一
頁
。

　
（
35
）�　
『
國
學
院
大
學
新
聞
』
二
一
二　

昭
和
三
十
二
年
九
月
十
日　

六
〇
二
頁
。

　
（
36
）�　
『
史
友
』
五
三　

國
學
院
大
學
史
学
会　

昭
和
四
十
年
。

　
（
37
）�　
『
史
友
』
七
二　

國
學
院
大
學
史
学
会　

昭
和
五
十
三
年
。

　
（
38
）�　
「
と
も
に
歴
史
を
学
ぼ
う
」
國
學
院
大
學
史
学
会　

昭
和
四
十
九
年
（
研
究
開
発
推
進
機
構　

校
史
資
料
「（
昭
和
四
十
九
年
度
学
内
配
布
物
一
括
、

学
生
運
動
・
サ
ー
ク
ル
関
係
）」）。

　
（
39
）�　

前
掲
21
『
国
史
学
』
六
一　

八
〇
―
八
一
頁
。

　
（
40
）�　
「
七
十
年
の
回
顧
」（『
国
史
学
』
一
一
〇
・
一
一
一　

国
史
学
会　

昭
和
五
十
五
年
）
一
四
〇
頁
。
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（
41
）�　

前
掲
40
「
七
十
年
の
回
顧
」
一
三
九
―
一
四
〇
頁
。

　
（
42
）�　

前
掲
40
「
七
十
年
の
回
顧
」
一
三
九
頁
。

　
（
43
）�　
『
史
学
研
究
集
録
』
創
刊
号　

国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
大
学
院
会
昭
和
四
十
六
年
三
月
。
発
行
月
は
表
紙
か
ら
採
っ
た
が
、
実

際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
同
冊
子
冒
頭
の
「
史
学
大
学
院
会
「
研
究
集
録
」
贈
呈
に
つ
い
て
」
が
九
月
十
三
日
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
と

推
測
さ
れ
る
。

　
（
44
）�　

前
掲
43
『
史
学
研
究
集
録
』
創
刊
号
。

　
（
45
）�　

前
掲
43
『
史
学
研
究
集
録
』
創
刊
号
。

　
（
46
）�　
『
史
学
研
究
集
録
』
二　

国
学
院
大
学
史
学
大
学
院
会　

昭
和
四
十
八
年
三
月
。

　
（
47
）�　
『
史
学
研
究
集
録
』
三　

国
学
院
大
学
史
学
大
学
院
会　

昭
和
五
十
三
年
三
月
。

　�

本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
使
用
し
た
研
究
開
発
推
進
機
構
の
校
史
資
料
で
あ
る
が
、
校
史
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
大
学
所
蔵
資
料
の
整
理
作
業
に

際
し
発
見
し
た
資
料
で
あ
る
。
未
だ
整
理
中
の
資
料
群
で
あ
る
こ
と
は
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。




